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第 1 部 成人アトピー性皮膚炎患者の増悪と回復のプロセス 
第 1 章 成人 AD 患者の増加と背景（研究史） 
第 2 章 問題提起 
第 3 章 入院 AD 患者の増悪と回復のプロセス （研究 1） 
第 2 部 心理的回復要因と心理的支援の可能性 
第 4 章 成人 AD 患者の QOL と心理的回復要因 
第 5 章 問題提起 
第 6 章 成人 AD 患者の SF-36 と関連因子 （研究 2） 
第 7 章 SF-36 から AD 特異的 QOL への影響 （研究 3） 
第 8 章 研究 4：健常学生に対する日記課題の有効性 （研究 4） 
第 9 章 成人 AD 患者に対する日記課題の有効性：事例研究 （研究 5） 
第 3 部 総括 
第 10 章 結論  
第 11 章 総合考察  
第 1 部では、第 1 章の研究史において、成人 AD 患者の増加、AD の難治化、増悪に関連する心理的要因、セ
ルフマネジメント研究の現状について先行研究を概括している。第 2 章の問題提起において、成人 AD 患者を対象
とした心理的回復要因に着目した研究が少ない点を指摘して、第 3 章の研究 1 による、成人 AD 患者の病気体験
を増悪のプロセスと回復のプロセスに着目し、患者の視点に立つ探索的な検討を加えている。 
第 2 部では、第 4 章の研究史において、AD 患者の QOL（quality of life）の評価指標として用いられている尺度
を概説し、研究 1 の結果に基づき、心理的回復要因として、コーピング方略、情緒的支援ネットワーク認知、自尊感
情に着目し、その先行研究を示している。そこから、問題提起として、成人 AD 患者のコーピング方略、情緒的支援
ネットワーク認知、自尊感情の 3 つの心理的回復要因と QOL との関連性を明らかにすることの意義を第 5 章で扱っ
ている。第6章の研究2と第7章の研究3では、調査研究によって、コーピング方略、情緒的支援ネットワーク認知、
自尊感情と QOL の関連性を評価した。さらに、第 8 章の研究 4 と第 9 章の研究 5 では、QOL との関連性を示した
コーピング方略の中でも認知的再体制化に焦点をあて、視点取得を含んだ認知的再体制化のライティングが QOL
に与える影響を評価した。第 3 部の総括では、第 1０章で結論、第 11 章で本研究の意義、限界、今後の課題と可能
性についてまとめた。 
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